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システムの概要

点火方式は，ディストリビュータを使用せず，イグニション・コイルからハイテンション・ケーブルを通し

て，直接，スパーク・プラグを点火するダイレクト・イグニション・システム(DIS)を採用している。

また， 360
0

位相の異なるシリンダ(No.1と4，No.2と5，No.3と6)のイグニション・コイルが各々ペアとな

り，ベアのシリンダを同時点火している。すなわち，排気行程のシリン夕、は，スパーク・プラグを点火する

のに必要なエネルギは非常にノトさくてよいため，ペアのイグニション・コイルのほとんどのエネルギを庄縮

行程のシリン夕、の点火に利用できる。

2 システムの制御

通常のエンジン運転中は， EST(電子式点火時期制御)モードになっており，クランキング、中やECMに異常

が発生したときは，バイパス・モードになる。

1) バイパス・モード

クランキング時は， DISモジュールから出力される信号でイグニション・コイルが作動している。また，

クランキング時の制御は， DISモジュールが進角制御とドエル・アンクゃル制御を行っており， 10。に固定と

なっている。なお，エンジン回転速度が538rpm以上になると ESTモードに切り替わる。

2) ESTモード

エンジン回転速度が538rpm以上になると， ECMのEST凹路がESTバイパス信号をDISモジュールに出

力し， ESTモードに切り替わる。 ECMのEST回路は， DISモジュールからの点火信号から計算したエン

ジン回転速度と， CTS(クーラント・テンパラチャ・センサ)からの冷却液温及びMAPセンサ(マニホール

ド・アブソリュート・プレッシャ・センサ)からの吸気

圧信号を受け取っている。この三つのデータを基に最適

な点火時期を計算している。また，ノック・センサから

の信号を基に遅角制御も行っている。ドエル・アングル

制御では，エンジン回転速度によるスタティック(静的)

・ドエルだけでなく，エンジンの運転状況に応じたダイ

ナミック(動的)・ドエルも ECMのEST回路でコント

ロールされている。

3) ノミナル・バックアップ@モード(図 1-1 ) 

ECMのEST回路に異常が発生すると，エンジン回転速

度が538rpm 以上になっても ESTハイパス信号が DIS
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図1-1 ノミナル・バ、yクアップ・モード時の進角度



モジュールに入らないため，バイパス・モードのままで作動している。このとき， DISモジュールは，ノ

ミナル・パックアップ@モードとなり，エンジン回転速度に応じて進角をコントロールする進角作動を行う。

また， ドエル・アングルも DISモジュールがコントロールしている。

MAPセンサに故障が発生したときにも， ノミナル・ハックアップ・モードに切り替わる 0

4) システム回路函(図 1-2 ) 

アース

イクニション

コイル

セカン

ダリ マリ

ECM 
スロー・フロー・

ヒューズ

イクニション目

スイッチへ

MAPセンサ

CTS 

DISモジュール

イグニション スイッチへ

タイミング・ディスク

図1-2 システム回路図
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A6トイグニション電源(+12V)

ノック・センサ信号入力

A1 Iーセンサ電源出力(+5V)

MAPセンサ信号入力

CTS&MAPセンサ品

排気温センサ E アース

CTS信号入力

点火信号アース

点火信号入力

EST信号出力

ハイパス信号出力



3 構成部品の配置及び構造@機能

1) 構成部品の配置(図 1-3，4)

TP3 

。13モジュール

クランク・アングル センサ

ECM 

図1-3 構成部品の配置
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2)構成部品の構造・機能

く構成部品の構造・機能一覧〉

入

j) 

構 成部品

MAPセンサ(マニホールド・アブソリ
ュー卜・プレッシャ・センサ)

TPS 
(スロッ卜ル・ポジション・センサ)

CTS 
(クーラント・テンパラチャ・センサ)

クランク・アングル・センサ

ノック・センサ

ESCモジュール(エレグトロニック・ス
パーク・コントロール・モジュール)

ECM(エレクトロニック・コントロール

・モジコール)

DIS モジュール(ダイレクト・イグニシ
ョン・システム・モジュール)

MAPセンサ ESCモジュル

エア クリーナ

排気温センサ

図 1-4 制御系統回路図

構 1、左旦七 機 自足

エンジンのコモンチャンパ内の圧力をモニタする。
(半導体圧力センサ)

エンジンのスロットル・パルプ・レバーの開度をモニタする。
(ポテンション・メータ(可変抵抗)式)

エンジン・クーラントのi晶度をモニタする。
(サーミスタ式)

エンジン回転速度のモニタ及び気筒判別をする。(電磁アナログ式)

ノッキング時に発生するエンジン振動を検知し，点火時期をコントロールす
る。(圧電素子)

エンジンのノ、ソキング状態、を，ノック・センサからの電圧信号をバイパス・
フィルタで受け取り，ノック量を算出してこれに此、じた遅角信号を ECMfこ
i去る。

日
v 

各種センサからの信号を基に工ンジン制御をしている。

ι 

点火時期及び点火コイルの一次電流通電時間をコントロールする。
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(1) クランク・アングル・センサ(図 1-5) 

点火時期制御に必要な信号を DISモジュールに送るクランク・アングル@センサは，シリンダ・ブロック

右側聞に取り付けられている。クランクシャフトには， 7個の切り欠きのあるタイミング@ディスクが一体

化されており，この切り欠きがセンサ部を通過するとセンサの磁界が変化して誘導電圧パルスを発生させる0

6個の切り欠きは60
0

の等間隔に配置されているが，7番目の切り欠きは先の 6個の切り欠きの一つから 8
0

の位置に刻まれており，これでクランクシャフ卜の基準位置を検出している。 DISモジュールでは，この

クランク・アングル@センサのパルスに基づき ECMに基準パルスを送っており， DISモジュールはパルス

間の時聞を比較することにより，イグニション・コイルの電圧供給を開始する 7番目の切り欠きを示すパル

ス(同期パルス)を識別することができる。同期パルスに続く 2番目のクランク・パルスにより DISモジ

ュールに信号が出力されて， # 2/5のイクニション・コイルが点火され，同様に 4番目のクランク@パル

スにより #3/6，6番目のクランク・パルスにより#1/4のイグニション・コイルが点火される。

タイミング・ディスク

(クランクシャフ卜一体)

関 1-5 クランク・アングル・センサ
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(2) ESCモジュール(図 I-6) 

ESCモジュールは，エンジンのノッキング状態をノック・センサからの電圧信号(0.3~0. 6 V)をバイパス

・フィルタで受け取り，ノック量を算出してこれに応じた遅角信号をECMに送っている。

ノッキングが発生していないときは， ESCモジュールからの信号電圧を 8~lOV に，ノッキングが発生し

ているときは， ESCモジュールからの信号を OFF(0 V)にしている。その結果をECMは， ESTシグナル

により DISモジュールへ信号を送り点火時期を遅らせている。

ECM 

O.5W 

O.5BIY ESCモジュール

O.85LGIY ESC信号入力
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メイン・リレー

サセク官
。

図I-6 ESCモジュル
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(3) ECM (図 1-7 ) 

ECM(エレクトロニック・コントロール・モジューjレ)は， MAPセンサ， CTSなどのセンサからの信号や

DISモジュールから送られてくる基準パルスにより，クラングシャフト・ポジション，工ンジン・スピード

及びインジェクタのパルス幅の計算をしている。また， ECMの内部には，ブォーミュラ・データ(全型式

に共通のデータ)を ROMに，キャリプレーション・データ(型式ごとに要求されるデータ)を EEPROMに

メモリしであるため， ROMとRAMは全型式に共通に使用でき， EEPROMを型式こ、とにセッティングで

きる特徴をもっている。

C P U 

デジタルイ言尋

I!OLSI メモリ

EEPROM‘ヱレクトリ力Jレ・イレイサーフソレ・

フ。ログラマブル・リード・オンリ・メモリ
* (一号川[土工

図1-7 ECM 

(4) DIS(図 1-8，9)

DIS(ダイレグ卜・イグニション・システム)は，ディストリビュータを用いずに，クランク@アングル・セ

ンサを利用して気筒判別及び配電を行う点火システムで，イグニション・コイル，ハイテンション・コード，

クランク@アングル・センサ及びDISモジュールで構成されている。

ハイテンション・コード

クランク・アングル・センサ

タイミングディスク

図1-8 DISの構成部品
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DISモジュールには，イグニション・コイル及びクランク・アングル・センサをまとめて ECMとの通信を

行う制御吉[5があり，クランク・アングル・センサのアナログ信号を取り込み，シグナル・コンパータで波形

成形したリファレンス信号(エンジン回転速度)を ECMに送っている。また， ECMから点火信号(EST信

号)を取り込み， DISモジュール内部のトランジスタのスイッチーを ON'OFFし，イグニション・コイルの

一次側電流を通電・遮断させることにより，二次側に高電圧を発生させスパーク・プラグ、に火花が飛ぶよう

になっている。エンジンが始動(爆発)するまでは， ECMでは点火制御しないため，クランク・アングル。

センサの信号を DISモジュールがEST信号を発生し，点火制御を行う。

エンジン始動後(爆発後)は， ECMからのバイパス信号により， DISモジュール内において EST信号を

DISモジュール内音防λらECM制御に切り替えてECMにて点火制御を行う。

司
U
H

MAPセンサ

上
CTS 

イグニション電源

トリガ信号

538rpm 

バイパス信号 | 以上でON

#1 #4 

図 1-9 DISモジュール

(イ) リファレンス信号

DISモジュールから ECMへの出力信号で，クランク・アングル・センサ信号を DISモジュールへ取り入れ，

DISモジュール内で矩形波処理し ECMへ送る。

この信号を基に点火時期，噴射時期の主要エンジン古~御を行う。

(口) EST信号

ECMから DISモジュールへの出力信号で， リファレγス信号を ECMで演算を行い， DISモジュールへ点

火時期信号(コイル一次側へ通電させる時期と時間を指示する。信号がOFFとなるときに二次側に高電圧が

発生しスパーク@プラグに火花が発生する。)として送られる。

(/¥) バイパス信号

ECMから DISモジュールへの出力信号で， EST信号を DISモジュールヘ取り込み開始(538rpm以上にな

るとき)，中止(538rpm以下になるとき)に送るスイッチ信号である。通常はキーON時に ON信号を出力し，

ECMから DISモジュールへの信号を取り込みできるように働く。
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4 基本点検

1) 点火時期の点検(図 1-10) 

屯重己点火時期は， ECMの制御目標値に自動的に調整されるため調整不要であり，本システムは手動調整できない。

①エンジンを完全暖機し，アイドリング状態にする。

②ステアリングが直進状態になっていることと，エアコン・スイッチが OFFになっていることを確認する。

(AT車はPレンジ又はNレンジであることを確認する。)

①テール・ランプ，リヤ・デフォッガ，ヒータ・ブロワなどの電気負荷をすべてOFFにする。

④自己診断コネクタのNo.6とNo.4端子をショートさせ，ダイアグ・モードにする。

⑤タイミング・ライトで点火時期を測定し， BTDCI0
0

士 l。であることを確認する。

点火時期のふらつきが大きし確認しづらいときは，スロットル・バルブを少し聞いて，エンジンの回転速

度を上昇させると (2000rpm以一上には上げないこと)ふ

らつきが小さくなる。

規定内にないときは，クランク@アングル・センサ，

DISモジュール， ECM及び各々を結ぶ配線を点検する。

⑥ALDLコネクタを元通りにして，ダイアグ・モードを

解除する 0

5 ダイアゲノーシス点検

菌 1-10 自己診断コネクタ

各センサに異常があったとき，メータ・パネル内のチェック・エンジン・ランプを点灯(常灯)させ， ドライ

パに異常を知らせる(ユーザ。モード表示)と共に，ダイアグ。コードをメモリに記憶し，コードによっては

パックアップ動作により車両の走行性を確保している。

チェック・エンジン・ランプは，故障が解消すると消灯するが，ダイアグ・コードは故障が解消しても

ECU 内に記憶されており，メモリ・クリアしない隈り記憶している。

1) 操作方法

(1) ダイアゲ@コードの表示方法(図 1-11， 12) 

メモリされているダイアグ・コードは，自己診断コネクタのNo.4とNo.6をリード線などでショートさせるこ

とによって確認できる。自己診断コネクタをショートさせると ECMがメータ・パネル内のチェック・エン

ジン・ランプを点滅させて夕、イアグ・コードを表示する。(ディーラ・モード表示)

自己診断コネクタ(黒色)は，運転席左のコンソール・ボックス裏の奥の位置にある。

"CHECK ENGINE"ランフ。

図1-11 チェック・エンジン・ランプ
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自己診断コネクタ

自己診断コネクタ(黒色)

図1-12 自己診断コネクタ

(2) ダイアゲ・コードの読み取り(図 1-13) 

ダイアグ・コードを読み取るには，エンジンを停止させ自己診断コネクタのNo.4とNo.6をショートし，イグ

ニション・スイッチを ONにするとディーラ。モードに切り替わり，正常のときはコード 12を，異常のある

ときはコード 12と故障コードを 3凹ずつ繰り返し表示する。コード 12は正常でも異常があるときでもダイア

グ・コード表示させると必ず表示される。

コード "23ぺ"44"表示例

日色叫世田叫日自由19-

点灯

消灯

点灯

消灯

正常コード "12"表示

10 

表示スター卜

コード "23 表示例

表示スタート

2 

3.2 

2回目スタート

3.2 

1サイクル

図1-13 ダイアゲ・コードの読み取り

(3) ダイアグ・コードの消去(図 1-14) 

時間(秒)

2閲目スタート

ダイアグ・コードの消去は，エンジン・ルーム右前方のパ、ソテリの付近に取り付けーである ECMヒュージブ

ル・リンクを約10秒以上外して行う。
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リレー&ヒュース・ボックス

図1-14 ダイアグ。コードの消去

(4) ランプ。チェック+幾能(図 1-15) 

チ工ツク@エンジン。ランプは，イグニション@スイッチを ONしたとき i回点滅してから点灯するが，こ

れは単なるランプ。チェックではなく， ECMのチェック@エンジン。ランプ駆動回路に異常がないことを

チェックできるようになっている。ランプか最初から点灯したり，消灯したままのときはチェック@エンジ

ン。ランプ駆動回路に異常があると判断できる。ただし，これだけではダイアグノーシスそのむのが正常で、

あるとは限らなL、。また， イグニション・スイッチを OFFにしてから約 5秒以内に ONさせたときは最初

から点灯するのが正常である。ダイアグノ ν シスが異常を検出していなければエンジンが始動してから約 2

秒でチ工ツク。エンジン@ランプは消灯する。

ランプ・チェック(通常時)

点灯

j肖灯

イグニション目

スイッチ ON

ランフ0 ・チェック(イグニション目スイッチ OFFから約5秒以内に ONさせたとき)
点灯

消灯

イグニション・

スイッチ ON

図1-15 ランプ。チェック機能



2) ダイアゲ。コード一覧

コード 。合 l折項 1=1 ~-t 、 断 lノィ 宅主 ，山、、、 1矢2 li'] 守千

12 全羽目 正常

CTS 
コ〉ワイヤ・ハーネス及ひコネクタ接触不良

14 (クーラン卜・テンパラチ
水温信号じり断線又はショー卜合 (水温センサ(日守系統j

ャ・センサ11"1路
検/1¥したとき表7r- 必/J(/鼠センサ

ct'ECM 

TPS 
工lワイヤ・ハー不ス及びコネクタJ主主触イ¥良

21 (スロットル・ポジション
TPS 信号の断おi!又はショー卜 (TPS信号系統)

。センサ)1111路
を検出したとき表示 TPS 

@ECM 

MAPセンサ ①ワイヤ・ハーネス及びコネクタ接触不良

33 
(マニホールド・アブソリ MAPセンサ信号の断線又はシ (MAPセンサ信号系統)

コート・ブレ、ソシャ・セン ョー卜を検出したとき表示 ③MAP{?ンサ

1) )回路 えiECM
ト一一一一一

EST ECMとDISモジュール間の伝 ワイ γ.ハーネス及びコネクタ接触不良

42 (工レクト口二、ソグ・ス 号の|断線:止はショートを検出し (ECl¥II， DISモジュール間信号系統)

ノてーケ・タイミング)回路 fこ}二さす乏不 ECM 

①ワイヤ・ハーネス及びコネクタ接触不良

43 
ESC 肌ト川

(ノ、ソク。センサ)1111路 統して検出したとき l<示 ②ノ、ソグ・センサ， ESC 

③ECM 

EEPROMIIII路
ECM 内メモリに l異常([I~が検出

① ECM 
されたとき表示

6 単体点検

電子点火制御装置の単体での点検は， EST ItJI路の点検のフロー・チャートにより実施する。

1) EST(エレク卜口ニック@スパーク@タイミンゲ)回路の点検(図 1-16) 

(1) 田路説明

エンジンがクランキング状態のとき， DISモジュールによりリファレンス信号がハーネス0，85Y /Rを通し

てECMへ供給される。エンジン回転速度が538rpm 以下のときは， DISモジュールにより点火タイミング

は制御され，それ以上のエンジン回転速度のときは， ECMはハイパス回路ハーネス0.85Y/Gに5V電圧を

印加し，点火タイミングを ECM制御(EST回路ハーネス0.85Y)に切り替える。

システムが DISモジュールで作動している場合，つまり，バイパス。ラインの電圧がゼ口の場台， DISモ

ジュールは EST信号をアースする。この状態では， ECMには， ESTの電圧はない。電圧がある場合は，

コード42がセットされ， EST モードにはならない。

エンジン回転速度が538rpmに達すると，ハイパス同路に電圧が印加され， ESTはDISモジュールでアー

スが解除され， ESTの電圧が変動する。

ハイパス[01路ハーネス0.85Y/Gが断線，又はアースしている場合， DISモジュールは ESTモードに切り替

わらないので ESTの電圧は変動せず，コード42がセットされる。

ESTILJI路がアースしている場合， DISモジュールは EST制御に切り替わるが， EST 信号は出力されない

ためコード.12がセッ卜される。
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l

引いハ

J

一日口出一

ECM 

O.85Y 

O.85Y/R 

O.85YI日

バイパス・コントロール

信号出力

リファレンス信号HIGH

0.85Y/G 

C1ト 1.25B/0 -ーめ- 0.85B/0 - 〆"，-，一一骨
~寸 ーイグニション-
A4 1-1.25B/R 一一一軒タコメータ C8-15A 
三二l 、 スイッチ
で::i '~rn & TCM エンンン
C2ト 1.25Bてコー

0.5W 

0.85B 

0.5W/R 

クランク・アングル・センサ

図1-16 EST回路

(2) 診断補助:間欠故障(時々しか発生せず，時聞がたつと直るような故障)点検

時々しか発生せず，外気温度やエンジン状態に関係なく発/[三する間欠的な故障の場合は，問題のある箇所に

よりチ工ツグ・エンジン@ランプが点灯したり，しなかったり，ダイアグ a コードに記憶されたり，されな

かったりする可能性があるため，チェヅク・エンジン@ランプによる診断(自己診断)のチャートは使用しな

L、。

間欠故障に対しては，チャー卜に従った点検を行うと正常な部品を交換することになる。疑しい|叶路を以下

の通りに注意深く点検する。

(イ) ハーネス。コネクタの目視点検

①コネクタ本体にコネクタ・ピンが確実に挿入されていることを確認する。

②コネクタのオスとメスが確実に接続されていることを確認する。ロック付きの場合は，口ックが確実に掛か

ること全確認する。

③コネクタ。ピンが披損，変形していないことを確認する。異常のある場合は，コネクタ。ピンを注意深く修

正〉くは交換する(作り直す)。

@コネクタ@ピン同士の接触が良好であるかを点検し，思わしくないときは磨くなどの修正をするο

(ロ) 試運転による点検

J¥ーネスやコネクタの目視点検で故障の原因が判明しない場合は，疑いのある回路にサーキット・テスタな

どを接続して試運転を行い，症状や現象が現れたときに読み取り値が異常であれば，その回路に問題がある

と考えられる。

ハーネスやコネクタを丹念に点検して異常がなく，夕、イアク@コード44と45以外のコードがセンサの付いて

いる回路に対して記憶されていた場合は，故障していないことが判っているセンサと交換し，点検し直す。

い) ダイアグノーシス(自己診断)回路の点検

夕、イアグ@コードが記憶されていない場合は，ダイアグノーシス回路の点検が必要となる。

点検方法:TPSのコネクタを外し，チェック・エンジン@ランプが点灯(ユーザ@モード表示)するまでエ

ンジンをアイドリングさせ，エンジンを止め最低10秒以上イグニション(スタータ・スイッチ)を OFFして

おく。 次に ALDLコネクタをショートさせてからイグニションを ONにしたとき，ダイアグ・コード21か

表示されれば正常である。ダイアグ@コード 21が記憶されていない場合は ECMが故障していると考えられ

る。
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(3) 点検チャート

ダイアグコードをクリアする。 I
1分間アイドル運転をする。コード42がセつトされるか? I 

@イグニション“OFF"。

• ECMコネクタを取り外す。

@イグニション“ON"。

@ アースに接続したオーム・メータで， EST信号回路ハー

ネス0.85Yの抵抗値を測定する。

1000オーム以下が正常である。正常か?

ECMハーネス・コネクタ0.85Y/Gとバッテリ電圧問にリ

レー&ソレノイド・チェッカ(5-8840-0386-0)を接続する

とランプが点灯するか?

オーム田メータをハーネス0.85Yとアースに接続したま

ま， ECMハーネス コネクタ0.85Y/Gとバッテリ電圧間
にリレー&ソレノイド・チェッカ(5-8840-0386-0)を接続し
テストする。
チェッカがハーネス0.85Y/Gと接続しているときの抵抗

値は10000オーム以下から2000オーム以上に切り替わる

か?

次貝へ

20 

ハーネス0.85Yの断線か，接続不良，

xはDISモジュールの故障。



前!えから

DISモジュールの6ピンコネクタを取り外す。
オームメータをハーネスO.85Yとアースに接続したま
ま抵抗値を読む。抵抗値は6ピン・コネクタを外すと大
きい値を示すのが正常である。正常か?

コード42が間欠的であ
る場合は“診i祈補助"

を参照する。

直三百故障修理後，ダイアグコードをクリアし，エンジン始動の状態で“CHECKENGINE"ランプが点灯し

ないことを確認する。

2) 端子電圧一覧表

32Pコネクタ 24Pコネクタ

CECM 似~コネクタ。ピン配置〕

Al TPS， MAPゼンサ電源:1¥1)1十5V! A7 VSV‘キャ二スタ

A2 工アコン・ゴントロール・リレー A8 VSV: EGR 

A3 1引γ (ン7ぺョン・ :J，/，トロー!G A9 冷却水温信号IA/T)

A4 排気(日ウ fーニング・ランブ AI0 

A5 チL叶ゲ・工ンジン・ランブ A11 MAP， CTSセンサ・アース

A6 イグニション電源入力 A12 ECMアース

C1 C9 エアゴン信号入)j

C2 シリアル・テータ出力 C10 

C3 フューエル・ポンプ・リレー C11 ブュー工JG・インジ工 77iyi動

C4 ゲイ7:1" 1ーシス・ 1)}Jエス 1，(2f~ C12 ECMアース

C5 C13 

C6 /、ワス干・ブ[， ，シャ・スイザヰ C14 ソJーエル・インジ 1 ク7駆動

C7 P/Nスイ、ソチ (A/T) C15 ECMアース

C8 C16 パ、ソテ lj電源

ECIVI 工レケト 11二、ソク・コントロール・モジュール
MAT{~' ンザ・マニホール f ・工ア。テンパラチャ・センサ

(吸気温センサ)
IACV:アイトル。工ア。ごIント IJール・ハ J[，‘ーノ
VSS:ビーク J[， .スピー f・センサ(中J虫l'ンザ)
P/Nスイ、ソチーパーク・ニュートラル。スイ、ソチ
ESC: J二レケトロ二、ソク。スパーク。コント¥lーラ

Bl ハッテリ電源 B7 IACVIコイルBHI) 

B2 O2センサ・アース B8 点火信号LOW

B3 O2センサ信弓入力 B9 点火信号 HIGH

B4 LACVIコイルAHIl BIO 

B5 LACVIコイル ALO) Bl1 

B6 LACV(コイル BLOI B12 排気温センサ

D1 ECMアース D9 MAP センサ1，-';号入力

D2 MAT， TPSセンけ・アース DlO ESC信月入))

D3 D11 ESTハイパス信号入力

D4 Dl2 CTSf百号入力

D5 EST 信~ U¥)) D13 

D6 TPS信lJ入力 DU 

D7 MAT七ンサ信号人力 Dl5 ブ 1 →工 J~' (ンジ工;'71活動

D8 VSS信号入力 D16 寸J.-.IIG .ィーンジ仁 e'7 JO!iJJ 

MAP センサ・マ二ホールド・アブソリ L一卜・ブレゾシャ
。センサ(吸気圧センサ}

TPS:ス口、ソトル・ボジシゴン・センサ
EST 工レクトロ二、ソケ・スパーケ・タイミンク
CTS:ケーラント・テンパラチャ・七ンザ

(冷1，11江主i出センサ)
VSV:ハキューム・スイ、ソチンケ・パルブ

21 



「
点検系統 {百号1mJ古市下 アース側端了一 測定条何 基準1P'[(VJ Mil 考

ECM電源 Cl Dl KEY-ON り ~12

MAPヒンザ D9 I All アイドル11寺 1. 0~ 1.:ï 

D9 All WOTD守 4. ()~4. :í 

Al D2 KEY-ON ヨ

CTS D12 All KEY-ON 1. õ~2 () 

点火fli与す E18-(む ボテー 点火一次

ハイテンション・コード パッテリ・マイづス 点火二次

ト一一一一一一一

クランク角センサ E27 岳 E27 ② 電磁パルス

EST( 1) 7 7 レンスLo) B9 Dl 。~;) 対lj杉il支

(リファレンスHi) B8 Dl ()~Õ 1'i-iJI:;;波

(バイパス信号) Dll Dl () ~ 5 空間的j支

(EST 信号) D5 Dl 工ンジンITII和、:i:1Srpm以| 。~;J 対i7f:;;i皮
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H アイドル制御装置

エンジン型式

i ステ、ソピンク・
ビソグ 711ーン i

モータ式
6VD1 

システムの概要

車両型式

E .UBS25GW 

E-UBS25DW 

適用時期

1995へ 1997

出典資料

電装修理書

小Nu.231

NoE076 

No. D044 

エンジンのアイドル回転速度をコントロールしている IACV(アイドル。エア・コントロール。パルフ)は，

アイドル e スピード。コントロール，冷間時ファースト@アイドル，ス口、ソトル@フォ口ワ，工アコン負荷

アイドルア、ソプなどの機能をもっている。これらの作用の基準となる位置をパーク。ポジションとよんでい

る。

また， IACVだけでなく，点火タイミングでも回転速度フィードパ、ソグ制御を行っている。

2 システムの制御

1) パーク@ポジション

イグニション・スイッチを OFFにすると， 95ステ、ソプ聞いたところで停止する。この位置をパーク@ポジ

ションといい，次のエンジン始動時に備えて IACVは待機している。エンジン停Liキ前にどのステップにいて

も，必ずパーク・ポジションに戻る。

2) IACVによるアイドル。スピード・コントロール

アイドル/回転速度が上がり過ぎたり下がり過ぎたりしないように，エンジンの同転速度をコントロールして

いるが，ある目標回転速度にコントロールするのではなく，デ、ソド・バンド(不感帯)を設けーて，この帯域を

外れないようにコントロールしている。アイドル回転速度のフィードパ、ソク。コントロールにあり;うγtコなハ

ンチング現象を防止するため，デ、ソド@バンド内では負荷などで回転が低下しても， ECMはこれを無視す

る。デッド a バンドは，目標回転速度::+::25rp111である。

(目標同転速度)

M/T車 750rp111~ 

A/T車(P/Nレンジ)750 rp111 I 

A/T車(R/Dレンジ)750 rpm J 

3) 点火時期によるアイドル。スピード。コン卜日ール

IACVと異なりデッド。ハンドは存荘せず，常に目標アイドル回転速度になるようにフィードハック制御し

て点火時期をコントロールしている。

23 



図のような特'[1'をもっている。

;令問時ファースト@アイドル(図II-1 ) 

冷問時は，冷却液温に応じて IACVを聞いており，

4) 

4ー
ー

A
C
V
作
動
量
一

冷却液温~

冷問時ファース卜。アイドル特性図lI-l

エアコン負荷アイドルアップ

ECM は現在の位置から IACV を約 10~18 ステ、ソプ(エアコン負荷によって変化

アイドル同転速度の低下を防止する。

パワステ負荷アイドルアップ

エアコンを ONにすると，

する)聞いて，

6) 

ECMは現在の位置パワー。ステアリングのオイル。プレ、ソシャ。スイ、ゾチが ON(~:~40kgf/ cnDになると，

アイドル回転速度の低下を防止する。

7) 

急減速時，急激にスロットル。バルブが閉じるときのA/F(空燃比)変化に伴う HC，

から IACVを約 8ステ、ソプ聞いて，

スロットル・フォロワ

COの増加を防止する

ダッシコ・ 7戸、ソ卜効果をもたせている。ECMはIACVをいったん聞いてから徐々に閉じて，

ストール@セーバ

ため，

)
 

n
M
U
 

ストールを防止するため ECMがIACVを聞いて軽いレー

24 

エンジン凹転速度が500rpm 以下に低下すると，

シンクホを行う。



9) システム回路図(図1I-2 ) 

アス

ECM 
スロー ι ブロ
ヒュス

+12V 
イタヱンヨン

スイッチヘ

CTS 

イクーニションへ+一一一一一

DISモンユール

ECM 

ハッテリ電源(+12V)

メイン・りレ

CTS信号入力

パ7 ・ステ7')ンクC6ト
フレッシャ スイッチ入力

C7トパーク/二ユ トラル スイッチ入力
(A庁車のみ)

イグニンヨン スイッチへ

デイミングディスク

図立-2 システム回路図
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3 構成部品の配置及び構造。機能

1) 構成部品の配置(図]I-3，4)

パワー・ステアリング，

フ。レッシャ スイッチ

。ISモジュール

CTS 

クランク・アンクル・センサ

ECM 

VSS 

図宜 3 構成部品の配置

2Ci 



2)構成部品の構造。機能

く構成部品の構造。機能一覧〉

人

jJ 

構成 部 品

MAP センサ

ドマニホールド・アブソリェー卜・ブレ

、ソシャ・セン-1J)

TPS 
(ス仁l、ソトル。ポジション。センけ)

CTS 
(クーラント。テンパラヂャ・セン叶)

VSS(ピークル・スピード・センサ 卓

速センサ)

クランク・アンク、ル。センサ

J¥ーク/二ュートラル・スイ、ソチ

パワー・ステアリング。ブレ、ソシャ。ス

イ、ソチ

エアコン・スイッチ

MATセンサ(マニホールド。工ア・テ

ンパラチャ・ゼンサ)

'1(工レケト口二、ソク・コントロ」ル

ジコール)

DISモジュール(ダイレグ卜@イク二シ

ョン・システム。モジュール)

IACV(アイドル・工ア・コントローJG

.パルゾ)

MAPセンサ ESCモγ ユ ノレ
ト一一一一-+

工アクリナ

0，センサ

図II-4 制御系統回路図

I品 〕、ζ"二l |没 ij叶己二

エンジンのゴモンチャンパ|人)(1)圧力をモニタ寸る。

(半導体圧力セン Ij~ ) 

エンジンのスロットル。ハルブ・レバーの開)立をモニタする。

l(ポテンション メν タ ( 可 畑 町 )

エンジン・クープントの温度をモ二タする。

(ザーミスタよ)

卒速をモ二タする。

エンジン回転速度のモニタ及び気筒判別をする。

A/T IjIでP/Nレンジ全検山する。

パワー・ステアリンクの油圧をf牧山する。

工アコン・リレーのON/OFFを倹11:する。

工ンジンのl吸気出!主主三モ二タ寸る。

(サ』 ミスタy¥:)

、/

各種センガからの信号を基にエンジン制笹1Iをしている。

"C， 
ノ

点火H;'fJ!月及び点、火ゴイルの一次電流通電Il~1副をコントロールする。

ス口、ソトル・ハ)~ブ合バイパスする吸入常気量をコントロールする。

(ステ、ソピング。モータ式)
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(1) IACV(図TI 5) 

IACV(アイドル。工ア。コン卜口ール@ハルブ)は， 4極 2中目，最大256ステ、ソプのステ、ソピング。モータ

で，一二つのコイルで駅動する。 ECMは，コイルに段階的に電流を供給してIACVのピントルを駅動し，ア

イドル凶転速度のコン卜ロール，冷問時のファース卜。アイドル。コントロール，エアコン負荷，パワステ

負荷のアイドルアップとして作動する。

コイルベアリング ネジ部

口タ コネクタ

図TI-5 IACV 

4 基本点検

1) アイドル回転速度

匿事日 アイドル回転速度は， ECMC')制御1-1t則的こ自動的に調整されるため調整不要て、あn，本システムは子動調整

でき;d':~、。

(1) TECH 1ツール使用の場合

コニンジンを十分暖機した後， TECHlツールを自己診断コネクタに接続し，実|目転速度が H標|且転速度(冷

去P水掃により変化する):t50rpm(A/TDRIVE)， :tlOOrpm(M/TのNEUTRAL)の草色四にあることを確

認する。

(2) 回転計使用の場合(TECト11ツール未使用)

エンジンを十分暖機した後， 1り|転計を装着し，実|日|転速度か 1=1標|旦|転速度，50ごと lO()rpmの範間にあること

を確認する。

(3) IACVのずれ修正(図TI-6) 

何らかの理由でエンジンの回転11'にIACVのコネクタを外した:)， ECMへの電源を切った場合は， IACV 

の実ステ、ソプ数と ECMの制佐1Iステップ数にずれが生じ，アイドルILJJ転速度に異市をきたすことがある。

その場合には;大の方法でIACVのずれ修正を行うこと。

①工ンジンを停止させ，イグニション@キーをONにする。

②自己診断コネクタのNo.6とNo.4の端子を短絡する。

③この状態(ディーラ。モード)を 2秒以 1:継続した後，短絡を解除する。

図II-6 自己診断コネクタ
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5 ダイアゲノーシス点検

「操作方法jについては，電子点火制御装置の項を参照する。

1) タイアゲ。コードー覧

コード 診 断 lJI H ゴ日ノ三シ¥ 断 |人j ~{- ，占、、、 1会 |付 ?千

12 全項目 11. 常

CTS 
ワイヤ。ハーネス及びコネクタ接触不良

14 lク】ーラント・う二ンJ¥ラチ
水温{百日正')断線以よショートを (水i品センサ信号系統)

ャ・センサ)回路
検山したとき友不 均7j¥ilfJlセンサ

立)ECM

TPS 
①ワイヤ・ハーネス及びコネクタJ妥触不良

21 (スロットル・ポジション
TPS信号の断線又はシ耳ート (TPSfi三日系統)

。センサ)1"1 ~fr 
を検出したとき表示

②53 TE PS 
CM 

MATセンサ
①ワイヤ・ハーネス及ひコネクタ接触不良

23 (マニホールド。テンパラ
MAT センサ信号の断線又はシ (MATセンサ信号系統)

チャ・センけ一)1旦i路
ョー卜を検問したとき表示 MAT 

ECM 

VSS 
むワイヤ・ハーネス及びコネクタ猿触不良

24 (ビークル・スピー l'。セ
車速 8jon/h以卜ρ)fバ号が !主 (VSS信号系統)

ンサ)1'11路
も入力3れていないとき}o式 ②VSS 

① ECM 

EST ECMとDISモジュール|日lの桁 〔む'}ィャ。ハーネス及びコネクタ接触不良

42 (エレク卜 11二、ソグ。ス 号び)断線又はシゴートを倹/1¥し (ECIVl， DISモジュール間信号系統)

J¥ーク。タイミンク)回路 たとき}cf:耳、 ECM 

;)1 EEPROMI"I路
ECIVl内メモリに異常他が検出

① ECIVl 
主れたとき表示

6 単体点検

アイドル制御装置の単体での点検は， IACVのフ口一。チャートにより実施する。

1) IACVチェック

(1) 回路説明(図n:-7) 

ECMは， IACハルフにより工ンジンのアイドル回転速度を制御する。アイドル凶転速度をトーげる場合，

ECMはIACハルフ。ピントルをそのシートから後退させ，スロットル@ボアのエアのハイパス量を増やす。

逆にアイドル回転速度を下げる場合は， IACパルプ@ピントルをシートの方へ進めてハイパス。エアの流

量を減らす。

空気の流れ

短霊雪 エンジン・ハーネス・
コネクタH-6C黒)

一栄一一一一一 O.85BR/日

ト 一 日 間 附
<<--一一一 O.85BR/R 

O.85BR/Y 

図rr-7 IACV回路
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(2) テスト説明

エンジンが完全|匿機のアイドル状態のとき， ECMにプ口グラムされた H標アイドル[o[転速度(こ常に市Ij御さ

れる。 H標アイドル[_LJj転速度内にあれば IACV同路は正常である。もし目標怖を外れている場合は，エンジ

ン停止後イグニション“ ON"でIACパルプが作動する音を確認することでシステムのチェ、ソグを行う。

IACVシステムがI正常の場合は，エンジンの他の部位の故障が考えられるので，“診断補助"により修理を

f了う。

(3) 診断補助

①システムか希薄すぎる(高い空燃比)場合

アイドル回転速度が高すぎ，又は低すぎる。エンジン戸|転速度がひどく上下に変化して， IACVの接続を外

しでも現象は変わらない。この場合コード44(02センサ回路)が表示される。

O2センサ出力が0.1V未満のとき，燃庄の低すぎ，又は燃料に水混入が考えられる。 逆に O2センサ山力が

Q. 75 V 以上に固定されているのに排気が希薄であるときは，シリコンなどにより O2センサが汚れている可

能性がある。この場合コード45(O2センサ回路)表ノJ'となる。

②システムが濃厚すぎる(低い空燃比)場合

アイドル凶転速度が低すぎる。システムは濃厚であり，黒い煙を排出する。 O2センサ出力は0.8V 以上に

固定される。燃圧， インジェクタの漏れ〉くは固着ーがな:~寸、;を点検する。

@スロットル。バルブより IACVを取り外し，取り付け孔に異物がないかなどを点検する。

(4) 点検チャー卜

@ エンジンを1I尉幾後，シフト・レノfーをPメはNにする c

@ アイドル運転をする。

@ A/C， P/sの屯気負荷をカ、ソト c

@ 1- ，5~状態で、エンジン同転速度を測定する。 11]転)ili度が規定値I)~ にあ

るカヴ

NO OK 

@ エンジンを停止。 目 印 刷jJ，E常l
@ イグニション“ON"c 

@ ALDLコネクタのNO.lとNo.3をジャンプする。
@ スロットル・パルプにある IAC;\)~ ブが行動しているか，

.Ljでffを聞く。

町なし | 附あり l
@ イグニション“OFF'句。 IAcvjjjlj術l異常なし

@ IACV;、ーネスのJ妥j涜を外す。 ‘診断補助"参!-1~

@ イグニション“ON"サエンジン十字11て。 の j~.調台:する。

@ ALDLコネクタのNO.lとNO.3yltlj-=-c.をショー卜する。
@ 各IACVノ、ーネス・コネク夕立iMf-とアースの|剖に電R:があるか?

次長ヘ
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riij貝より

/、ーネスを交換してチャー卜を繰り返す。

区司 故 障 修 開 後 ，ダイアグ コードをクリアし，エンジンを始動した状態で‘ CHECKENGINE"ランプC州川しない

ことを確認する。

2) 端子電圧一覧表

32Pコネクタ 24Pコネクタ

点検系統 fパ号{RrJ古完了 アース側端子 測定条約 基準仙(V) (1m考

ECM電源、 Cl D1 KEY-ON 。 ~12

MAPセンサ D9 All アイドル時 1. O~ 1. 5 

D9 Al1 WOT 時 -l .O~LJ 

Al D2 KEY-ON 、〕

MATセンサ D7 D2 KEY-ON 。 ~4

CT、S D12 Al1 KEY-ON 1.5~2.0 

点火信号 E18-J) ボテー 点火一次

ヘイテンション・コード バッテリ・マイすス 点火二次

クランク角センサ E27-'主) E27 ② 電磁パルス

IACV B4 A12 。 ~12 矩形{}JL

B7 A12 。 ~12 矩形波

B6 A12 。 ~12 矩形{1支

EST(リファレンス LoJ B9 D1 。----5 矩形{}支

¥ 1)ブプレンスHi) B8 D1 。 ~5 矩形iJSi

(バイパス信号) D11 D1 。~ :1 矩形波

(ESTf百日) D5 D1 コンジン1"1転:i38rpm以上 。 ~5 矩形il丘
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